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　1989 年、龍谷大学に新たなキャンパスができました。創立 350 年という

記念すべき年に開学した瀬田学舎です。同時に、本学 3館目となる図書館も

開館します。当初から蔵書検索をコンピュータで行なうなど、最先端を誇った

瀬田図書館です。ちなみに、深草・大宮も含めた本学図書館全体にコンピュ

ータ・システムが導入されたのは1993年。それ以前は、大量のカードボック

スに収められた図書目録カードで調べるしか方法はありませんでした。むろん、

図書の貸出や返却もアナログなものでした。

　現在、200万冊を超える本学図書館の蔵書を検索するさいには、R-WAVE

というオンライン蔵書目録（OPAC）を利用します。ネットにつながっていれば、

どこからでも一発で検索できる。それだけでなく、多種多様なデジタル・デー

タベースも利用できるし、データを直接ダウンロードすることだってできる。こ

うしたいまの利用環境に慣れ親しんでしまうと、あのころの不便さがどれほどの

ものであったか、いやそもそも不便と感じていたかどうかさえもう思い出せない

くらいです。いわんや、学生のみなさんの大半は、25年前にはまだこの世に現

われ出ていなかったのですから、想像するのが困難だったとしても当然です。そ

れほど、この25年で図書館は劇的に変わってきたのです。利便性と快適性と

を高めてきたのです。

　では、25年後の図書館はどうなっているでしょうか。今後、加速度的に “電

子図書館化” が進むことはほぼまちがいないとしても、具体的な図書館像とな

るとなかなか描ききれません。電子化の進展は、図書館という物理的な“うつわ”

自体の必要性をなくすかもしれません。逆に、最後の「学習の聖域」（アメリカ

のオバマ大統領が就任前の2005年に図書館について語った言葉）あるいは「知

の砦」として、存在意義をいっそう増しているかもしれません。

　ただし、たしかなことがあります。2015 年春、深草学舎に完成する新たな

図書館に、現行のグループ学習エリアを発展させた「ナレッジ・コモンズ」を

開設します。ナレッジ・コモンズとは、私語厳禁の静かな空間ではなく、学生

が主体的で多様な学びの形を自由に実現できる場です。学術情報を積極的に

活用して、「調べ、考え、書き、作る」知の広場です。人と知、人と人、そし

て人と社会をつなげる “学びのリエゾン” 空間です。同年秋には、瀬田図書館

内にもナレッジ・コモンズを開設する予定です。こうした、25年前の龍大図書

館では考えられなかった新たな動きは、すでにもう始まっているのです。

　とはいえ、変わらないもの、変えてはいけないこともあります。それは、知の

“こり” をほぐすことであり、知を耕すことです。凝り固まった発想や思い込みを

学びほぐし（unlearn）、掘り返し、耕し、新たな知を生み出す場としての機能

は、どのような形であれ、断固として守らねばなりません。

　みなさんは25年後の龍大図書館をどのように想像しますか？　ぜひお聞か

せください。

龍谷大学図書館長
安藤　徹

図書館の過去・
現在・未来

〈TOPICS〉
2014年8月開催のオープンキャンパス（深草）
で、『竹取物語』の特別展観を行いました。



司会：  　このたび、図書館広報誌『来・ぶらり』が50号という
記念すべき号を迎えました。創刊は1989年 11月です。
その年の春、瀬田学舎が開学し、瀬田図書館も開館しました。

　　　  　以来、本学は学部新設も含めた大きな成長を遂げてきま
したが、図書館も新築や改修、コンピュータ・システムの
導入など、劇的に変化してきました。そして、いよいよ
2015年春、農学部の新設と国際文化学部の（改組をとも
なう）深草移転にあわせて、新たな深草図書館が完成します。
25年前と同様あるいはそれ以上の劃期をなす、大きな出来
事といえます。

　　　  　そこで、本日は『来・ぶらり』創刊号に関わった方々に
お集まりいただき、25年前を振り返りつつ図書館について
いろいろお話しをうかがいたいと思います。大取一馬先生
と藤田誠久先生は創刊号にご寄稿いただいた、本学教員歴
30年を超える大ベテランです。また、津守淨子さんと河村
由紀彦さんは図書館職員として創刊に携われました。
　まず、『来・ぶらり』発行の経緯や背景についてお聞かせ
ください。

■『来・ぶらり』誕生秘話
津守：  　25年前当時は、すでに多くの大学で広報誌が発行されて

おり、本学にもいくつかの大学から送られてきていました。
ただ、その内容は図書館員向けの専門的な内容のものが多
かったのです。当時、
各大学の図書館には今
より多くの専門職の
方々がおられましたか
ら。本学の図書館報の
創刊にあたっては、そ
のような難しい内容の
ものではなく学生向け
にして、読みやすくて
学生目線に立った広報
誌にすることを念頭に
おいて編集を行ないま
した。

司会：　『来・ぶらり』というネーミングの由来は？
津守：  　編集委員会のもと、当時の図書館職員から募集して選ん

だように記憶しています。私も複数応募しました。全部で
10個くらいの候補があったのではないでしょうか。当時は
インターネットもなく、容易に他館の広報誌の名前を調べ

『来・ぶらり』発行の経緯や当時の
 図書館について

『              』 
25年の歩みと図書館の新展開

参加者：大取 一馬先生（文学部教授）／藤田 誠久先生（経営学部教授、教学部長）／河村 由紀彦氏（教学部課長）／津守 淨子氏（元事務職員）
司　会：安藤 　徹先生（図書館長、文学部教授）

津守淨子さん（元事務職員）

『来・ぶ
らり』

50号
記念座

談会
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ることもできなかったので、独自性を持たせるために『来・
ぶらり』と「・」を入れたように思います。

司会： 　当時の図書館長、岸田理先生も創刊号の巻頭言に、ネー
ミングの由来を書かれていますね。それによりますと、
Library をもじったニックネームで、“Welcome to our 

Libraries！”の意を込めて命名したとされています。このと
ころ、図書館の「居場所」としての役割がますます重要視さ
れてきていますが、25年前から本学図書館は、知的好奇心
を満たす「居場所」としての役割に着目していたんですね。

津守： 　そうなんです。とにかく、「図書館は試験の時にだけ利用
するものではない。普段からどんどん図書館に来て欲しい」
と私たちは思っていました。

■瀬田図書館の開設
司会：　25年前といえば瀬田図書館が開設された年ですね。
河村：  　はい。私はまだ新人職員として瀬田図書館に勤めていた

ころでした。『来・ぶらり』創刊号の編集委員に選ばれたの
ですが、その時に当時瀬田図書館課長であった成山課長に
「図書館のことをよく知っている多くの先輩方がいらっしゃ
るのに、なぜ私が編集委員なんでしょうか？」と聞いたこ
とがあります。そうしましたら課長が「とにかく学生向け
の広報誌にしたいんだ。だから君なんだ」と説明を受けま
した。
　当時の瀬田図書館は、開設時から全面コンピュータ化さ
れており、劃期的な新図書館として、全国から大きな注目
を集めていました。情報化時代を視野に入れた図書館を目
指しており、学生主体の図書館のあり方もそのような新し
い図書館の主眼目の一つだったのでしょう。

■貴重書コレクションの展開
司会：  　それでは、両先生から、創刊号にまつわるエピソード等

をお聞かせください。
大取：  　意義深い創刊号に執筆させていただけたことを、あらた

めてありがたく思います。国文学の貴重書は専門的なもの
が多いなか、学生向け
の広報誌での貴重書紹
介ということで、学生
たちもタイトルをよく
知っている『徒然草』
を選んで紹介したよう
に思います。記事では、
書誌的なことよりも、
『徒然草』の具体的な
中身について説明して
いますね。
　その後、この記事を
書いたことを契機とし
て、貴重書の購入にあ
たり江戸時代に書写された『徒然草』を中心に 8～ 9冊、
新規に購入することとなりました。おかげで、大宮図書館
では『徒然草』のミニ展観ができるほどのコレクションが
構築できました。その意味でも、貴重書購入のモデルケー
スとして、『来・ぶらり』では貴重な経験をさせていただ
きました。

藤田：  　今回の座談会のご案内をいただくまで、創刊号に寄稿し
ていたことは全く忘れていました。「歴史的経営情報の収集」
というタイトルの記事ですが、本学が所蔵している「長尾
文庫」がその前提になっていますね。「長尾文庫」は日本最

大級の社史コレクションとして、世界的にも有名です。私
は1984年に本学に着任しましたが、「長尾文庫」はその
前年に購入されており、1984年の夏から整理作業が始ま
りました。夏休みなどに私がかかりきりで、図書館職員の
方が次から次へと持ってくる「長尾文庫」の書籍を一日
100冊ずつくらいでしょうか、分類していったことを覚え
ています。当時のことですから、すべて手作業です。整理
作業から目録の完成までには4～5年を要しました。
　「長尾文庫」はミシガン大学が購入に意欲的だとの話もあ
ったなかで、本学が購入したものです。当時では相当な購
入価格だったと思いますが、購入後もクローズドにせず次々
と蔵書を増やしてきて、現在でも日本一の社史コレクショ
ンの地位が保たれています。

司会：  　学生は「長尾文庫」をどれくらい利用しているんでしょ
うか？

藤田：  　本学学生では、経営
史のゼミ生などはよく
利用していますね。そ
の他、本学の教員はも
とより他大学の研究者
の利用が盛んです。深
草の貴重書庫には、「長
尾文庫」のなかでも龍
大にしかない社史が
100 点以上保管され
ています。

多様化する学生像と図書館

司会：  　創刊号にまつわるお話をありがとうございました。本当
にこの25年間で大学も図書館も大きく変わりました。蔵
書数も『来・ぶらり』創刊当時ですでに100万冊を超えて
いましたが、現在は200万冊を突破しています。

　　　  　ところで、資料として用意した当時の大学案内誌『Let’s 

Campus』（1988入試版）に、奇しくも本日お集まりいた
だいた4人の方々が掲載されています。津守さんは「図書
館のお姉さん」として紹介されていますね。

■図書館業務の変化
津守：  　なにせ25年以上前ですから（笑）。当時は、図書館の業

務といえば、整理（カタロギング）業務が花形であり、閲
覧は二の次という感じでした。ただ瀬田図書館を準備する
ころから、時代の変化、機械化の進展によりその辺の事情
も変わってきていたように思います。

河村：  　はじめにも言いましたように瀬田図書館は開設時から全
面コンピュータ化された新時代の図書館でした。このため、
従来の閲覧、収書、整理といった分業制をなくしたワンフ
ロアサービスを展開していました。利用者の使い勝手を一
番重視したのでしょうね。

津守：  　とにかく、学生が図書館に来て本を使わなければ意味が
ない、そのために図書館はどのようなサービスを提供すれ
ばいいのか、といったことをあらためて議論するようにな
ったころでした。新入生向けの図書館案内にも力を入れま
した。創刊号にもありますが、Library Weekと命名して図
書館内で学生向けの講習会（①あなたも図書館員コース、②
あなたも学者のタマゴコース）も初めて開催しました。入
口の掲示板に新刊本のカバーを貼って広報することや、階

大取一馬先生（文学部教授）

藤田誠久先生（経営学部教授）
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段の壁面に博物館や美術館のポスターを貼ることも当時始
めたのですが、それが今でも続いていますね。

河村：  　瀬田図書館は当時から全面開架方式でした。学生が直接
図書を手に取ることの大切さ、学生の利用を高めることに
留意していたのだと思います。

藤田：  　深草図書館が電算化されたのはいつころからでしたか？
河村：  　1989年当時から瀬

田は全面コンピュータ
化されておりました
が、深草・大宮も含め
た図書館コンピュータ
シ ス テ ム の 導 入 は
1993年です。その2
年ほど前から、深草図
書館にメインのホスト
コンピュータが導入さ
れ、電子目録を作成す
るため次々と図書デー
タの遡及が開始されま
した。

藤田：  　図書館システムが導入されたころには、フレッシャーズ
ゼミで、キーワード検索で本を探させる実習をよく行なっ
ていました。

司会：  　それまでのカード目録から電子目録への転換という図書
館の大きな節目ですね。サービス提供の方法が大きく変化
した時代です。けれども、図書館は、その根底には学生を
はじめとする利用者の利便性と快適性を高める意識を常に
持ち合わせていたということがいえると思います。
　さて、そのような時代の変化を経て、学生の気質や学び
方は当時と今とではちがうでしょうか。

■学生のための大学図書館
大取：  　変化を感じることはあまりありませんね。また図書館も

同様に当時からの理念を継続されているように思います。
『来・ぶらり』の創刊号に折橋麻由美さんという文学部 4
回生の学生さんが寄稿されていますね。このように 25 年
前から図書館は学生参加を重視されてきたのだと思いま
す。最近の49号をみても、「私のお薦め本コンテスト」、「ラ
イブラリーサポーターの任命式」、「館長との懇話会」と、
学生参加型の図書館運営が続いている。学生からも、「最
近の図書館には、結構柔らかい本も入っている」との声を
聞きます。

司会：  　学生が直接書店に行って、図書館に入れてほしい本をハ
ンティングする「選書ツアー」も、昨年度から三館とも実
施しています。

河村：  　瀬田図書館では、当初から AV室を設け、映画等を放映し
たり、学生向けの趣味的な雑誌も適宜購入し、図書館への
学生の来館を促していましたね。

津守：  　深草に新書・文庫コーナーがありますが、岩波文庫以外の
文庫本を初めて入れる時には大きな議論がありました。特に
新潮文庫などの小説本を入れるかどうかについては大論争が
ありました。

藤田：  　今の学生は本を読まなくなりましたね。今は論文でもネ
ットで容易にダウンロードできる時代になりましたから、図
書館のありがたさが学生には感じにくくなっているのかも
しれません。企業も IR活動が盛んですから、Webでほとん
どの情報が入手できるようになってますしね。

龍谷大学図書館へのメッセージ
～学生の主体的な学修の拠点として～

司会：  　現代の大学図書館は、ラーニングコモンズに代表される
ように、学生の多様な学びを実現する場所としての役割が
強く期待されてきています。それは大学での学びのありよ
うそのものの変化に対応しています。龍谷大学でも、新深
草図書館や瀬田図書館にナレッジコモンズを開設するなど、
新しい施設展開が計画されています。このような新たな時
代の変化のなかでの図書館のあり方について、ご意見をお
聞かせください。

河村：  　図書館職員に必要な専門的知識のあり方が変化してきて
いるんでしょうね。カタロギングより、学生との接点が重
要になってきていると思います。それなのにレファレンス
サービスについて、学生の利用がそれほど高まっていない
ように見えます。従来からの資料の探し方に留まらずに、レ
ポートの書き方等にも対応できるようライティングセンタ
ー等と協力することも大切でしょうね。教員との連携も重
要になってくると思います。

藤田：  　新しい深草図書館にナレッジコモンズを設けることになっ
ていますが、大賛成です。ナレッジコモンズにはレファレン
スにも対応できるチューター等を配置し、活性化してほしい。
　さらに研究者としての要望は、図書館として積極的に第
一次史料を収集してほしいということがあります。歴史研
究には一次史料は欠かせません。是非歴史アーカイブスの
役割を担っていただきたい。

河村：  　本学の社会科学研究所は、統計・調査資料の蓄積では学
内外から高い評価を得ていますね。深草図書館にもそのよ
うな研究対応の機能が必要ということでしょうか。各学部
に対応した図書や資料の収集・蓄積を図書館がコーディネ
ートして積極的に展開していくことも、現代の図書館には
求められていますね。

大取：  　研究者の道に進まない学部生に対して、どのように図書
館利用を促進するかも重要な観点だと思います。学部のゼ
ミでのグループ発表の充実のために図書館でできるサービ
スについても検討していただきたいですね。

司会：  　大宮図書館では、昨年度に学科・専攻ごとに教員の推薦
本を展示し、学生の利用を促しました。今年も同様のこと
を計画しています。

津守：  　私は既に退職していますが、常に学生に奉仕する図書館
サービスの展開にこれからも大きく期待しています。

司会：  　ありがとうございました。図書館サービス、人的支援、資
料収集など多岐にわたるご指摘・ご意見をいただきました。
　はじめにも申しあげたように、2015年春には新深草図
書館が開館します。本学の第 5 次長期計画「RYUKOKU 

Vision2020」では、学生の主体的な活動の支援や優れた研
究基盤の形成、多文化共生
キャンパスの実現等が計画
されていますが、新図書館
はこうしたとりくみの中核
を担う施設となることが期
待されています。本日の
『来・ぶらり』50号記念
座談会を踏まえ、今後とも
図書館の充実に努めてまい
ります。本日はどうもあり
がとうございました。

河村由紀彦氏（教学部課長）

安藤　徹図書館長

04 LIBRARY NEWS



    龍谷大学図書館の歴史 （『来・ぶらり』創刊以降）
図書館の動き 年号 大学の動き

瀬田図書館が開館する。◀◀

『来・ぶらり』創刊（11月）◀◀
1989
（平成元）

▶ 瀬田学舎開学

▶ 理工学部・社会学部開設

▶ 創立350周年記念式典

1990
（平成2）

▶ 瀬田学舎2号館竣工

1991
（平成3）

▶ 第3次長期計画がスタート（～1999年まで）
▶ 瀬田学舎・龍谷エクステンションセンター（REC）を設置

1992
（平成4）

▶ 法学部政治学科を開設

深草図書館に新館がオープンする。◀◀

図書館システムが導入される。◀◀
1993
（平成5）

▶ 大学院理工学研究科に修士課程を開設する。

1994
（平成6）

▶ 大学院文学研究科教育学専攻・修士課程を開設

1995
（平成7）

▶ 大学院理工学研究科・博士後期課程を開設

瀬田図書館に新館がオープンする。◀◀ 1996
（平成8）

▶ 国際文化学部開設

1997
（平成9）

▶ 文学部・経済学部・経営学部を昼夜開講し、夜間主コース開設

第2期図書館システムが導入される。◀◀ 1998
（平成10）

▶ 社会学部地域福祉学科・臨床福祉学科開設

インターネットコーナーが開設される。◀◀ 1999
（平成11）

▶ 瀬田学舎開設10周年記念事業

2000
（平成12）

▶ 第４次長期計画がスタート（～2009年まで）

龍谷大学学術情報センターに改称する。◀◀ 2001
（平成13）

▶ 古典籍デジタルアーカイブ研究センター開設

2002
（平成14）

▶ 瀬田学舎に「古典籍デジタルアーカイブ研究センター棟（瑞光館）」竣工

第3期図書館システムが導入される。◀◀ 2003
（平成15）

▶ 理工学部情報メディア学科・環境ソリューション工学科開設

2004
（平成16）

▶ 社会学部コミュニティマネジメント学科開設

深草図書館分室（法科大学院図書室）が開室する。◀◀ 2005
（平成17）

▶ 大学院法務研究科（法科大学院）開設

大宮図書館改修工事が完了する。◀◀

2006
（平成18）

▶ 深草学舎中央広場を改修大宮図書館改修記念事業を開催する。◀◀

龍谷大学学術情報センターから龍谷大学図書館に改称する。◀◀ 2007
（平成19）

▶ 大学基準協会評価を申請し、大学基準に適合している旨の認定を受ける。

ハーバード・イェンチン図書館と友好協定を締結。◀◀
2008
（平成20）

▶ 平安高等学校・中学校を付属化
大宮図書館が第24回日本図書館協会建築賞を受賞する。◀◀

「龍谷大学所蔵稀書展」を深草図書館で開催する。◀◀ 2009
（平成21）

▶ 創立370周年記念事業式典

龍谷大学学術機関リポジトリ（R-SHIP）を正式公開する。◀◀ 2010
（平成22）

▶ 第5次長期計画がスタート（～2019年まで）

▶ 大英図書館との覚書を締結

2011
（平成23）

▶ 龍谷ミュージアムを開設

▶ 政策学部・大学院政策学研究科を開設

▶ 短期大学部改組・こども教育学科を開設

深草図書館内に「グループ学習エリア」を開設する。◀◀ 2012
（平成24）

▶ 文学部臨床心理学科を開設

「龍谷大学図書館の理念と目標」を制定する。◀◀ 2013
（平成25）

▶ 深草町家キャンパスを開設

『

瀬田図書

大
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   歴号表紙

   図書館統計＜1989年度－2013年度＞

奉仕対象学生数
（単位：人）

蔵書数
（単位：千冊）

貸出総数（学生）
（単位：千冊）

学生1人あたり
貸出冊数（単位：冊）

1989（平成元） 12,395 1,021 58 4.7 

1990（平成2） 13,785 1,064 64 4.6 

1991（平成3） 15,136 1,102 83 5.5 

1992（平成4） 15,991 1,165 80 5.0 

1993（平成5） 17,146 1,208 106 6.2 

1994（平成6） 17,184 1,243 109 6.3 

1995（平成7） 18,423 1,316 131 7.1 

1996（平成8） 19,462 1,396 155 8.0 

1997（平成9） 20,002 1,450 165 8.2 

1998（平成10） 20,823 1,496 175 8.4 

1999（平成11） 20,634 1,539 198 9.6 

2000（平成12） 20,532 1,584 201 9.8 

2001（平成13） 19,580 1,628 161 8.2 

2002（平成14） 19,095 1,674 177 9.3 

2003（平成15） 19,430 1,714 181 9.3 

2004（平成16） 19,445 1,760 177 9.1 

2005（平成17） 20,073 1,807 178 8.9 

2006（平成18） 20,200 1,783 173 8.6 

2007（平成19） 20,160 1,822 177 8.8 

2008（平成20） 20,123 1,859 167 8.3 

2009（平成21） 19,980 1,899 161 8.1 

2010（平成22） 19,975 1,940 159 8.0 

2011（平成23） 20,047 1,980 163 8.1 

2012（平成24） 20,211 2,021 163 8.1 

2013（平成25） 19,871 2,059 173 8.7 

【龍谷大学三図書館】

【奈良絵本】 【龍谷大学貴重資料】

【最近の表紙】

【長尾文庫】

大宮図書館
創刊号（1989年 11月）

『志賀物語（下）』
第19号（1998年 12月）

『反省会雑誌』
第14号（1996年 4月）

『解體新書』
第27号（2003年 3月）

国宝『類聚古集』
第11号（1994年 11月）

『須彌山儀』
第26号（2002年 10月）

『近世ヨーロッパ法コレクション』
第21号（2000年 3月）

第48号（2013年 9月）第46号（2012年 9月） 第49号（2014年 4月）

引札「第5回内国博覧会」
第5号（1991年 10月）

深草図書館
第2号（1990年 4月）

引札「京都ホテル」
第6号（1992年 4月）

瀬田図書館
第3号（1990年 10月）

『住よし物語』
第7号（1992年 10月）

『竹取物語』
第9号（1993年 10月）

『長恨歌』
第16号（1997年 4月）

『来・ぶらり』創刊号からこれまでの表紙の一部を紹介します。

※『日本の図書館』（日本図書館協会刊行）の所収データをもとに、
　この25年間の本学の図書館統計をまとめました。
※奉仕対象学生数には、聴講生数等が含まれています。
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　私は本を読むことが好きですが、長い物語だと途中で飽きてきてしまうことが時々
あります。かといって一冊の本を一気に読みきる時間もありません。そんなとき、短
編小説と出会いました。
　この本には1冊の本のなかに5人の異なる作者が書い
た5つの作品が入っています。中でも私が印象深かったの
は、いしいしんじさんの ｢すげ替えられた顔色 ｣という作
品です。この作品はわずか10ページしかありませんが、
読み終わった後に不思議な感覚になる少し奇妙な物語で
す。最後に種明かしがありますが、最終的な結論は読者が
考える。そこがただ短いだけではない短編小説の面白いと
ころです。
　この本のように様々な作者の書いた作品が入った短編小
説なら、｢誰の本を読んだらいいかわからない｣という人も、
きっと ｢この作者の作品もっと読んでみようかな ｣と思え
る作品に出会えると思います。この本がそのきっかけにな
ってくれれば幸いです。

理工学部2年生　西森 佑実

　留学から帰ってきた後、「外から見た日本」に興味を持つよう
になりました。そんな時、たまたま図書館で見つけたのがこの
本です。
　マルコ・ポーロやフランシスコ・ザビエルなど、日本史で習
った一度は聞いたことのある歴史人物が、どのような印象を日
本に抱いていたかが書かれています。欧米の文化とはあべこべ
な日本の暮らし。彼らの目には、さぞ不思議な世界に映ったこ
とでしょう。しかしこの本の中では、日本に来たどの外国人も
口を揃えて、日本人の礼節、慎まし
やかな生活、清潔さに驚嘆し、賞賛
しています。背筋を伸ばして、少し、
日本人であることに誇りを持てるよ
うな、そんな作品です。
　私には、図書館に来た時一度は見
る場所があります。ワクワクするよ
うな本との出会いは、ちょっとした
宝探しにも似ていると思います。皆
さんも、図書館のお気に入りスポッ
トを見つけてみませんか。

国際文化学部３年生　柏木 奈都子

『きみが見つける物語：十代のための新名作』
角川文庫編集部［編］　角川書店　2008年　

『古今東西ニッポン見聞録』
林　和利［著］　風媒社　2014年　

瀬田図書館
本館 B1開架
913.68/ ｶﾄｷ
資料番号　31005016097

瀬田図書館
本館1F開架
361.5/ ﾊｶｺ
資料番号　31405008633

　元来、金融は黒字主体から赤字主体へお金を融通することに
よって実体経済の経済活動を円滑化するという役割を担う。し
かし、金融が本来担う役割を越えて経済や社会に混乱を招くと
いうケースがここ数十年頻発している。直近の金融危機として
リーマン・ショックが挙げられるが、これにより前述のような
認識が強まったように感じられる。
　著者に倣って述べれば「犬のしっぽ（金融）が身体（実体経済）
を振り回している」状況に他ならな
いという。
　著者はまず金融を巡る主な４つの
現象にアプローチし、これを「金融化」
というキーワードで定義づける。そ
の上で、「金融化」という現象の帰結
として生じた弊害と社会問題、解決
の方策を明示している。また本書で
は、経済という枠組みを超えて多様
化、複雑化する現代社会の社会的モ
ラルに対する問いかけがある。これ
は矛盾を伴う問題ではあるが、よき
社会のための制度設計の指針も本書
では指し示されており、学部を問わ
ず一読することを勧められる一冊と
なっている。

経済学部3年生　中嶋 太一

深草図書館
文庫・新書コーナー
081/ ﾁﾕｳ /2132
資料番号11100044841

瀬田図書館
本館 B1文庫本コーナー
081/ ﾁﾕｳ /2132
資料番号31100041135

『金融が乗っ取る世界経済：
  21世紀の憂鬱』

ロナルド・ドーア［著］　中央公論新社　2011年　

　私たちの日常生活の中には、様々な経済・経営的な事象が存在します。本書では、
特に価格について注目しながら、それらの事象について分かりやすく記述しています。
　題名でも登場しているスターバックスコーヒーでは、グラ
ンデを買うことが消費者にとって量と価格を計算するとお買
い得であり、企業もショートを販売するより多く利益を得る
ことが出来るようになっています。その理由や、同じペット
ボトル飲料の商品を異なる店で購入する際の価格差などを、
「取引コスト」というキーワードのもとで解説しています。
その他にも、店舗の立地に関する戦略や、比較優位による仕
事の分配など、多くの経済学や経営学に関係のある事象を、
身近に存在する家電量販店や100円ショップ、映画の DVD
などを例にしながら分かりやすく説明しています。
　経済・経営学部の方はもちろん、他学部の方にもお勧めです。
企業・消費者の考えを知ることによって、新たな視点をもっ
て物事を見る事が出来るようになるはずです。

経営学部2年生　森分 寿哉

『スタバではグランデを買え！』
吉本佳生［著］　ダイヤモンド社　2007年　

深草図書館
本館開架図書
337.8/ ﾖﾖｽ
資料番号11000017435

　みなさんは「児童虐待」の実態をご存じでしょうか。「児
童虐待」という言葉を知っている人は多くてもその実態、
虐待を受けた子どもの思いやその後についてはあまり知ら
れていません。
　無条件の愛情を注いでくれるはずの母親から虐げられる
日々。この作品は身を以てその苦しみを体験した著者が虐
待された過去を振り返り、母親との凄まじい過去を綴った
三部作のうちの第一部です。ある日突然、優しかった母が
変わってしまう。母親から「It（それ）」と呼ばれ人格さえ
否定され続ける毎日。日々行われる虐待の中で変わってい
く少年の心、そして虐待が子どもに与える影響の大きさ、
誰にも打ち明けられない苦しみが彼自身の言葉で語られて
います。この作品に「児童虐待」の全てが描かれているわ
けではないし、全てを知れるわけではありません。しかし
この作品がみなさんにとって「児童虐待」について考え、
関心をもつきっかけになれば幸いです。

短期大学部2年生　今井 愛理子

『“It（それ）”と呼ばれた子』
デイヴ・ペルザー［著］　田栗美奈子［訳］　青山出版社　1998年　

深草図書館
本館開架図書
936/ ﾍﾃｿ
資料番号10300110296

瀬田図書館
本館 B1開架
936/ ﾍﾃｿ
資料番号30000030561

学生がすすめ
る

この一冊
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　司馬遼太郎氏と日本文学者ドナルド・キーン氏の対談をまとめた
一冊です。2人が日本人の持つ美意識、宗教意識、戦争観、モラル
など多様な方面から日本文化にアプローチして話を繰り広げていま
すが、中でも興味深いのは日本人が好む人物に関する話です。頼朝
よりも義経、家康よりも信長や秀吉、大
久保利通よりも西郷隆盛といったふうに
それぞれの時代で真剣に政治をした人よ
りも乱暴なことをやったり義理堅い生き
方をした人が好まれる。さらに「あなた
の尊敬する人物は？」と日本人10人に
聞けば10の返事があり、理由もまちま
ちであるという話です。これを評してド
ナルド・キーン氏は日本を「英雄のいな
い国」だと語っています。好まれる歴史
上の人物という観点からも日本人の持つ
価値観が垣間見えます。
　柔らかい文体で時にユーモアも交えつ
つ書かれており、日本人が持つ文化や価
値観がどのように出来上がってきたのか
を考えるヒントを与えてくれる1冊です。

文学研究科修士課程1年生　
川村 凜太郎

『日本人と日本文化』
司馬遼太郎、ドナルド・キーン［著］　中央公論社　1972 年　

深草図書館
文庫・新書コーナー
081/ ﾁﾕｳ /285
資料番号10305014325

瀬田図書館
自動化書庫
081/ ﾁﾕｳ /285
資料番号39260000884
 　　　　39400025608

　最近、絶滅の危機にある生物の情報を載せた「レッドリスト」の最
新版を発表されて、ニホンウナギが絶滅危惧種に指定されました。「土
用の丑の日」や「うなぎのぼり」、「うなぎの寝床」など、日本人にと
ってウナギは、とても馴染み深いものです。しかしそんな馴染み深い
ウナギについてあなたは、どれくらい知っていますか。
　本書はウナギの産卵場所を、世界で初めて発見した研究者によって
執筆されています。ウナギの進化の話や生
態の話、そもそもウナギはどこからどこへ
回遊するのか、いや、回遊とはなんなのか、
という初歩的なことから、論文にはおおよ
そ載っていないようなウナギ研究の失敗談
や産卵場所を割り出していく過程などは、
科学の知識がない人でも楽しめるように、
わかりやすく書かれています。
　単純にウナギを知りたい人にも、研究者
の仕事について知りたい人にも、少し息抜
きになりそうな本を探している人にも、お
勧めしたい一冊です。

社会学部3年生　藤田 勇那

『世界で一番詳しいウナギの話』
塚本勝巳［著］　飛鳥新社　2012年　

瀬田図書館
本館 B1開架
664.69/ ﾂｶｾ
資料番号31205028996

　最近、集団的自衛権の話がニュースを盛り上げている。憲法9条との兼ね合い
で問題あるのか、ないのか。連日連夜マスコミの報道の中心となっている。また、
憲法改正国民投票の「20歳以上」の投票年齢を4年後に「18歳以上」に引き
下げる改正国民投票法が6月20日から施行された。
　憲法という言葉を聞いて皆さんはどういったイメージを持たれるであろうか。
「難しい」、「ややこしい」、「自分とは関係ない」といったマイナスイメージを持
たれる方もいれば、「おもしろい」、「自国の憲法なのだからしっかりと勉強した
い」、というどちらかといえばプラスのイメージを持つ方もいるかもしれない。
　本書は前者の方に読んでいただきたい一冊である。改正国民投票法の施行や集
団的自衛権の議論の盛り上がりに伴い、一昔前までは自分とは関係ないものだっ
たかもしれないが、そうは言ってい
られない状況において、本書は憲法
の「入門書」として読んでいただき
たい一冊である。本書は非常に読み
やすい構成になっており、法学部の
学生でない方にもすらすら読んでい
ただけると思う。この本を手に取っ
た人が一人でも憲法について興味を
持ち、自分の考えを確立する「一歩」
になればよいと思う。

法学部3年生　近藤 拓野

『憲法とそれぞれの人権』第２版
現代憲法教育研究会［編］　法律文化社　2014年　

瀬田図書館
本館1F開架
323.14/ ｹﾝｹ
資料番号
31405014631

　これを書いている現在、安倍政権下において憲法改正・解釈の変更が取りざた
されています。よく取り上げられるのは主に9条（交戦権の否認）、96条（改
正条項）あたりですが、皆さんは憲法の「全文」をご存じでしょうか。おそらく
知らない人が圧倒的多数かと思われます。
　この本にはあくまで９条がメインに添えられてはいますが、何も９条だけが憲
法ではありません。前文から１０３条までの、すべての条文が憲法なのです。当
たり前と言えば当たり前の話ですがほかの条文、例えば、いわゆる生存権なども
争点になるわけです。
　改憲の議論にあたって最も重要なことは、近代憲法を知ることもそうですし、
何より「今の憲法の中身を知り尽くす」ことだと思います。改憲に賛成にせよ反
対にせよ、ほかの条文を知ることで「変えるのなら
ばこうすべき、いや変えてはいけない」といった議
論も可能になるのではないかと思います。この本は
憲法そのものを知ることができる、議論のきっかけ
となるものだと思われます。

政策学部3年生　谷山 来輝

『日本国憲法をよむ：英和対訳』新版
常岡（乗本）せつ子，Ｃ．ダグラス・ラミス，鶴見俊輔［著・訳］  柏書房  2013 年　
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